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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。
今年７月今年７月～９～９月に実施月に実施しした講座に参加された方々に、感想を寄せていた講座に参加された方々に、感想を寄せてい

ただきました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。ただきました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。

講座参加者の声

こ
こ
５
年
ぐ
ら
い
で
最
も
感
銘
を
受

け
た
本
は
、
伊
藤
詩
織
さ
ん
の
﹃
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
﹄
で
あ
る
。

こ
の
本
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

性
暴
力
に
苦
し
む
女
性
は
、
日
本
に
大

勢
い
る
だ
ろ
う
。
男
の
私
に
、
何
か
役

に
立
て
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

常
々
思
っ
て
い
た
。

本
講
座
「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
を

考
え
る
」
は
、
そ
の
よ
う
な
私
に
と
っ

て
、
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
の
か
の
指

針
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

一
般
に
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
を
差
別
す
る
場
合
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
側
に
焦
点
を
当
て
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
講
座
で
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

の
側
に
焦
点
を
当
て
て
い
て
、
そ
こ
が

画
期
的
で
あ
る
。

以
後
、
私
が
最
も
関
心
の
あ
る
女
性

差
別
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

女
性
に
比
べ
て
男
性
に
は
数
々
の
特

権
が
あ
る
と
い
う
。
以
下
、
女
子
大
生

が
考
え
た
男
性
特
権
の
一
部
を
列
挙
す

る
。

○
夜
、
不
安
な
く
一
人
歩
き
で
き
る
。

○
酒
席
で
、
自
分
の
グ
ラ
ス
に
睡
眠
薬

が
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
こ
と
が
な
い
。

○
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
に
当
た

っ
て
、
結
婚
や
育
児
な
ど
と
自
分
の
キ

ャ
リ
ア
を
天
秤
に
か
け
る
必
要
を
あ
ま

り
感
じ
な
い
。

○
満
員
電
車
に
乗
る
時
に
、
自
分
の
身

体
が
他
人
か
ら
意
図
的
に
触
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
っ
た
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
よ
う
な
特
権
が
あ
る
こ
と
に
、

男
の
私
は
あ
ま
り
気
づ
け
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
日
本
で
男
性
と
し
て
生
ま
れ
、

男
性
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
で
自
動

的
に
受
け
る
恩
恵
な
の
で
あ
る
。
逆
に
、

特
権
の
な
い
側
は
不
利
益
を
被
り
、
差

別
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
初
め
て
特
権
と
差
別
は
表
裏
一

体
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。

で
あ
れ
ば
、
自
分
で
男
性
特
権
に
つ

い
て
考
え
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事

な
の
で
は
な
い
か
？

そ
の
た
め
に
は
、
虚
心
坦
懐
に
女
性

公民館の状況▲

１１日（木）夜　ブッククラブ　向田邦子『思い出トランプ』

１8日（木）朝　★子育て世代の防災講座

2１日（日）昼　★図書室のつどい

『ろうの両親から生まれたぼくが聴こえる世界と

 聴こえない世界を行き来して考えた3０のこと』

25日（木）昼～　近現代史「もういちど、近現代史」

27日（土）朝　人権講座

 「インターネットと中傷被害を考える」

28日（日）昼　「疫病と日本美術」

１2月２日（木）昼　★「 震災のあのとき、そしてこれから」

４日（土）昼　「いま、求められる想像力」

１2日（日）朝　★環境講座「身近なプラスチックを知ろう」

★はオンライン受講可能の講座です。

今月の公民館（１１月～１2月中旬）

公民館　☎（572）５１４１

講座の開催状況などに変更があった場合は、公民
館入り口付近への掲示や、ホームページでお知ら
せいたします。ご不明の点はお問合せください。

〈
人
権
講
座
〉「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
特
権
を
考
え
る
」

~
男
性
・
異
性
愛
・
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
持
つ
社
会
の
優
位
性
~

東　

健
太
郎

講師の出口真紀子さん

老若男女問わず様々な方が参加されました
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

の
話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
性
暴
力
、
生
理
、
ア
フ
タ
ー
ピ

ル
、
パ
ン
プ
ス
着
用
な
ど
に
つ
い
て
、

最
近
や
っ
と
メ
デ
ィ
ア
に
載
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
何
が
問
題
な
の

か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
世
界
各
国
で
、
差

別
か
ら
脱
却
し
て
自
由
に
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
女
性
を
描
い
た
映
画
が
作
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
見
て
女
性
の

心
情
を
知
る
こ
と
も
良
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
判
明
し
た
不
平
等
な
状
況
か

ら
、
特
権
の
あ
る
男
性
が
差
別
を
是
正

し
て
い
く
。
そ
の
と
き
そ
の
男
性
は
女

性
の
支
援
者
（
ア
ラ
イ
）
と
な
る
。

以
上
、
女
性
差
別
に
つ
い
て
論
じ
た

が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
差
別
さ
れ
て
い

る
場
合
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
是
正
に
動

く
べ
き
、
と
い
う
こ
と
が
本
理
論
の
肝

で
あ
る
。

こ
の
理
論
は
、
人
種
、
在
日
韓
国
・

朝
鮮
人
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
、
被
差
別
部

落
な
ど
す
べ
て
の
差
別
問
題
に
つ
い
て

適
用
可
能
で
あ
り
、
抑
圧
に
苦
し
む
人

々
を
救
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
理
論
が
浸
透
す
れ
ば
、
必
ず
世

界
は
良
い
方
向
に
変
わ
る
。

（
２
０
２
１
年
７
月
２５
日
、
８
月
１
、

７
日
実
施
）

〈
自
然
科
学
講
座
〉

「
冷
や
せ
ば
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
に
な
る
超
電
（
伝
）
導
の
な
ぞ
」
を

受
講
し
て

中
川　

恵
子

２
０
２
１
年
９
月
１９
日
、「
冷
や
せ

ば
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
に
な
る
超
電（
伝
）

導
の
な
ぞ
」
の
講
座
を
拝
聴
い
た
し
ま

し
た
。
講
師
は
、
芝
浦
工
業
大
学
の
元

学
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
工
学
博
士
の
村

上
雅
人
先
生
で
す
。

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
や
、
医
療
機

器
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
等
で
応
用
さ
れ
て
い

る
「
超
電
（
伝
）
導
」。
個
人
的
興
味

が
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
原
理
な

ど
を
勉
強
す
る
機
会
が
無
く
、
ち
ょ
っ

と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

国
立
駅
近
く
の
掲
示
板
で
こ
ち
ら
の
講

座
が
あ
る
事
を
知
り
、
貴
重
な
お
話
を

聞
け
る
機
会
を
逃
す
ま
じ
、
と
申
し
込

み
致
し
ま
し
た
。

超
電
導
の
し
く
み
と
現
象
、
ど
の
よ

う
な
事
に
応
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
研

究
中
に
苦
労
な
さ
っ
た
事
な
ど
、
お
話

を
聞
き
超
電
導
に
つ
い
て
知
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
村
上
先
生
は
、
世
界
で
初

め
て
、
超
電
導
体
の
電
磁
誘
導
を
利
用

し
た
人
間
浮
上
を
成
功
さ
せ
、
力
士
の

土
佐
ノ
海
関
、
お
笑
い
芸
人
の
松
村
邦

洋
さ
ん
、
ミ
ス
北
海
道
な
ど
の
方
々
が

人
間
浮
上
を
体
験
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
現

在
の
上
皇
陛
下
に
も
ご
説
明
と
ご
実
演

を
な
さ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
超
電
導

と
は
電
気
抵
抗
が
ゼ
ロ
と
な
る
現
象
の

こ
と
で
、
電
気
抵
抗
が
な
く
な
れ
ば
発

電
所
で
作
っ
た
電
気
を
無
駄
に
せ
ず
に

送
電
が
で
き
、
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
大
変
期
待

が
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

講
演
の
中
で
最
も
心
に
残
っ
た
の
は
、

「
地
球
は
巨
大
な
磁
石
で
あ
り
（
北
極

が
Ｓ
極
、
南
極
が
Ｎ
極
）、
そ
の
地ち

磁じ

気き

が
、
本
来
で
あ
れ
ば
大
変
危
険
な
放

射
線
で
あ
る
太
陽
か
ら
降
り
注
ぐ
「
太

陽
風
」
か
ら
、
地
球
を
遮
蔽
し
て
い
る

た
め
地
上
の
生
物
は
存
在
す
る
事
が
出

来
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
過

去
３６０
万
年
で
９
回
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る

地
磁
気
反
転
の
際
に
は
地
磁
気
が
一
時

的
に
消
え
、「
太
陽
風
」
が
地
上
に
降

り
注
ぐ
と
い
う
恐
ろ
し
い
現
象
が
起
こ

る
の
だ
そ
う
で
す
が
、現
在
、「
太
陽
風
」

か
ら
地
球
を
守
る
た
め
、
赤
道
の
周
り

に
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
人
工

の
地
磁
気
を
発
生
さ
せ
る
計
画
」（
当

日
い
た
だ
い
た
資
料
よ
り
抜
粋
）
が
進

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
、
大
変
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
講
演
後
に
個
人
的
に
質

問
に
伺
っ
た
際
も
私
の
支
離
滅
裂
な
問

い
に
大
変
優
し
く
ご
応
対
く
だ
さ
り
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
講
師
の
村

上
先
生
、
な
ら
び
に
、
素
晴
ら
し
い
機

会
を
ご
企
画
頂
い
た
公
民
館
の
皆
様
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
１
年
９
月
１９
日
実
施
）

〈
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
〉

「
仙
台
フ
ィ
ル
か
ら
学
ぶ
復
興
支
援
の
か
た
ち
」
を
受
講
し
て

桜
井　

英
津
子

講
師
は
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
の
常
務
理
事
・
事
業
部
長
で
あ

る
我わ

が

妻つ
ま

雅ま
さ

宗た
か

さ
ん
で
す
。
震
災
後
か
ら
、

仙
台
フ
ィ
ル
が
復
興
支
援
で
音
楽
と
歩

ん
だ
10
年
を
力
強
く
お
話
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

仙
台
フ
ィ
ル
自
身
も
多
く
の
被
災
者

と
同
じ
境
遇
の
中
で
、
今
こ
そ
音
楽
が

必
要
と
強
く
感
じ
、
地
域
の
人
々
に
支

え
ら
れ
共
に
成
長
し
て
き
た
団
体
と
し

て
、
復
興
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
使

命
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
音
楽
で
何

か
で
き
な
い
か
…
…
と
誰
か
ら
と
も
な

く
声
を
掛
け
合
い
、
状
況
が
許
す
中
コ

ン
サ
ー
ト
が
決
ま
り
ま
し
た
。
最
初
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
で
、
皆
が
集
ま

っ
て
初
め
て
出
し
た
一
音
に
自
然
に
涙

が
流
れ
て
き
て
、
泣
け
て
泣
け
て
今
ま

で
張
り
詰
め
て
い
た
心
が
フ
ッ
と
解
放

さ
れ
た
瞬
間
に
、
音
楽
に
は
す
ご
い
力

が
あ
る
と
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

復
興
支
援
活
動
の
原
点
と
な
っ
た
小

さ
な
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
大
震
災
の
日
か

ら
２
週
間
後
の
３
月
２６
日
、
ま
だ
被
害

の
全
容
も
明
確
で
な
く
度
重
な
る
余
震

の
中
、
仙
台
市
内
の
佛ぶ

っ
光こ

う
山ざ

ん
見け

ん
瑞ず

い
寺じ

境

講師の村上雅人さん

幅広い年代の方が参加しています

講師の我妻雅崇さん
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内
の
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
で
「
第
一
回
復

興
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し
て
産
声
を
あ
げ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
は
音
楽

の
力
に
よ
る「
心
の
ケ
ア
と
復
興
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
の
２
つ
を
柱
と

し
て
、
多
く
の
経
験
知
を
蓄
え
な
が
ら

こ
れ
ま
で
千
回
近
く
を
数
え
、
今
も
な

お
形
を
変
え
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
輪
は
日
本
全
国
、
更
に
は

世
界
に
も
広
が
り
、
各
地
で
復
興
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
様
に
な
り
「
と
て

も
勇
気
を
も
ら
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

数
多
く
演
奏
し
て
き
た
仙
台
フ
ィ
ル

の
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
〈
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
〉
で
は
、
毎
回
１
曲
目
に
追
悼

の
意
を
込
め
バ
ッ
ハ
の
〈
Ｇ
線
上
の
ア

リ
ア
〉
と
最
後
に
〈
ふ
る
さ
と
〉
を
演

奏
。「
こ
の
２
曲
に
は
、
相
当
の
思
い

入
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
い
ま
だ
ふ

る
さ
と
に
帰
れ
な
い
方
、
故
郷
が
壊
滅

し
た
方
に
と
っ
て
は
つ
ら
い
曲
だ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。」
と
選
曲
に
は
慎

重
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
講

座
後
に
〈
心
に
残
っ
て
い
る
曲
〉
に
つ

い
て
ご
質
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。）

コ
ン
サ
ー
ト
に
集
ま
っ
た
人
々
が

「
や
っ
と
泣
け
た
」「
笑
顔
が
戻
っ
た
」

「
励
ま
さ
れ
た
」「
癒
さ
れ
た
」と
感
じ
、

人
々
の
心
が
寄
り
添
い
、
音
楽
の
力
を

核
と
し
た
癒
し
と
励
ま
し
の
空
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
て
き
た
こ
と
は
、

被
災
地
や
被
災
者
の
方
々
の
大
き
な
復

興
の
力
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
仮
設
住
宅
が
解
体
さ
れ
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
た
方
々
が
離
れ
離
れ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
孤
独
感
と
そ
の
心
の

ケ
ア
や
、
原
発
の
問
題
に
よ
る
地
域
の
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全
容
を
記
し
た
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録
〈
音
楽
と
歩
ん

だ
１０
年
・
音
楽
の
力
に
よ
る
復
興
セ
ン

タ
ー
東
北
〉
を
我
妻
さ
ん
が
公
民
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
一
部
こ
の
記
録
も
参
考
に
し
て
、
書

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。）
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

講　師　菊池　のどか（8kurasu 防災教育推進担当）

岩手県釜石市で生まれ育った菊池さんは、中学２年生の
とき、東日本大震災を経験しました。菊池さんの通ってい
た学校では、震災前からの防災教育のため、海からわずか
５００ｍ足らずの距離に学校があったにも関わらず、生徒の
多くが津波から逃れることができました。大地震があった
あの日、菊池さんは何を思って、どう行動したのでしょう
か。そして、その後の被災地での日々はどうだったのでし
ょうか。
１０代の多感な時期に震災を経験し、現在も釜石で暮らす

菊池さんに、これまでの出来事や感じてきたことについて
お話いただきます。

※講師はオンライン中継でのお話になります。

と　き　１２月２日（木）昼２時～４時	
ところ　公民館　地下ホール
定　員　会場受講：４０名　オンライン受講：３０名
	 ※いずれも申込先着順
申　込　１１月１０日（水）朝９時～１１月２６日（金）夕５時
	 ※申込先は５ページをご覧ください。

講　師　徐
ソ

　京
キョン

植
シク

（作家、東京経済大学名誉教授）

世界のいたるところに存在する「名もなき抑圧された人
々」を“ディアスポラ（何らかの外的な力によって故郷か
ら離散して生きる人々）”として見つめ、数多くの著作を
世に問うてきた作家・徐京植さん。
徐さんは東日本大震災直後の福島を訪ね、生々しく残る
津波の爪痕や原発事故に翻弄される方の苦難に向き合い、
思索を重ねてこられました。そんな徐さんの想いは、『チ
ェルノブイリの祈り』で知られるスヴェトラーナ・アレク
シェーヴィチさんとも響き合い、ＴＶ番組の企画を通して
２人の対話が実現しました。
今回は徐さんに、ご自身が福島で触れたことや想い・ア
レクシェーヴィチさんとの対話についてお話いただきま
す。東日本大震災から１０年を経たいまだからこそ、小さな
ひとりの人間として、自分自身の“フクシマ”を考えるき
っかけになればと思います。

と　き　１２月４日（土）昼２時～４時	
ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　１１月１１日（木）朝９時～公民館☎（５７２）５１４１

東日本大震災から東日本大震災から１０１０年年が経ちが経ち、公民館では、、公民館では、節目の年として節目の年として改めて震災を振り返り、今後の社会のあり改めて震災を振り返り、今後の社会のあり
方について考えるような講座を企画していきます。方について考えるような講座を企画していきます。

東日本大震災から１０年

〈東日本大震災から１０年④〉〈東日本大震災から１０年④〉〈東日本大震災から１０年⑤〉〈東日本大震災から１０年⑤〉

震災のあのとき、そしてそれから
いま、求められる想像力

～チェルノブイリからフクシマへ～

オンライン
受講可能

涙を流しながらお話を聞く参加者もいました
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

講　師　山本　聡美（早稲田大学）

これまで様々な疫病の脅威に見舞われるなか、人々は病
とどのように向き合い、乗り越えてきたのかを日本美術の
側面から考察します。昔の人々は、人智を越えた疫病とい
う存在をどのように捉えていたのでしょうか。その描かれ
方は時代によって異なり、当時の人々の考えが窺

うかが

えます。
中世日本で制作された、病や死、地獄や鬼といった作品

群を研究対象としてきた山本さんに、過去を生きた人々が
何に恐怖し、完全には克服することのできない闇といかに
して、対峙、または共生してきたか、お話いただきます。

〈山本さんの本〉
『闇の日本美術』（筑摩書房）、『九相図をよむ　朽ちてゆく
死体の美術史』（KADOKAWA）ほか

と　き　１１月２8日（日）昼２時～４時	
ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　１１月９日（火）昼２時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

講　師　柏木　亨介（國學院大學）

長い歴史のなかで、日本人は幾度となく疫病の蔓延を経
験し、「疫病習俗」と言われるさまざまな対処法を生み出
してきました。悪霊や鬼の仕業で病になると考え、それら
を追い出すためにおこなう祭り。疫病を神様に見立て、村
への侵入を防ぐため結界を張る儀礼……。
一方で、そのような対処が偏見や差別も生んできたこと
に柏木さんは注目されています。近代医学がもたらされる
以前に考えられた病因観は、決して過去のものではなく、
現代のコロナ禍における社会のひずみに相通じるものがあ
るのです。
疫病と向き合うなかで生まれる社会問題の歴史的、文化
的背景をお話いただくことで、私たちがどのような態度で
コロナ禍に臨むかを考えるきっかけとなればと思います。

と　き　１２月５日（日）昼２時～４時	
ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　１１月１２日（金）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

〈新型コロナウイルス関連④〉〈新型コロナウイルス関連④〉

疫病と日本美術

講　師　 佐藤　佳
よし

弘
ひろ

（武蔵野大学名誉教授）

昨年、女子プロレスラーの方が中傷コメントを受け続
け、亡くなってしまったことは社会に大きなショックを与
えました。もし自分が誹謗中傷を受けたら、どうすればよ
いのでしょう？「中傷コメントって消せないの？」「書き
込んだ本人の特定はできないの？」「どこに相談すればい
いの？」等、正しい知識や対処法を身に着ける機会がない
まま、インターネットを使っている人がほとんどではない
でしょうか。
今回は、インターネットと人権侵害について、各地で数

多くのご講演をされている佐藤さんをお招きし、インター
ネット上の誹謗中傷による人権侵害の事例を、分かりやす
く解説していただきます。各事例の問題点や、もし自分や
身近な人が当事者となってしまったらどうすれば良いかと
いうことをみんなで考えましょう。

と　き　１１月２7日（土）朝１0時～１２時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　１５名（申込先着順）
申込先　１１月９日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

〈人権講座〉

インターネットと中傷被害を考えるインターネットと中傷被害を考える
～こんなとき、どうしたらいいの？～～こんなとき、どうしたらいいの？～

講　師　 西岡　真由美
（ノンフィクションライター）

プラスチックが環境問題を引き起こしていることは知っ
ているけれど、身近な製品に多く使われているプラスチッ
クを、全く使わない生活は難しい、と感じていませんか？
この講座では、プラスチックに代わる素材を使用した様
々な製品を紹介します。実物を見たり触ったりしながら、
その製品を使用するメリット、デメリットを話し合いま
す。「プラスチックと環境の関係について詳しくない
……」という方も大丈夫！環境問題やサイエンス記事を手
掛けている西岡さんに、まずは基本的な知識から、そし
て、何が問題視されているのかということについて、様々
な実例や調査結果、研究者のインタビューなどを交えなが
ら、分かりやすく解説していただきます。

と　き　１２月１２日（日）朝１0時～１２時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講：１５名　オンライン受講：３０名
� ※いずれも申込先着順
申　込　１１月１６日（火）朝９時～１２月９日（木）夕５時
� ※申込先は５ページをご覧ください。

＊「キラリ☆人権」マーク：１１月～１月はくにたち人権月間です。詳しくはくにたち市報１１月２０日号をご覧ください。

身近なプラスチックを知ろう身近なプラスチックを知ろう
〈環境講座〉〈環境講座〉

～プラスチック・フリーの第一歩～～プラスチック・フリーの第一歩～

〈新型コロナウイルス関連⑤〉〈新型コロナウイルス関連⑤〉

流行り病の民俗学
～日本人の病因観と差別の論理～

オンライン
受講可能
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

お　話　五十嵐　大
だい

（ライター、エッセイスト）

宮城県の海辺の平凡な町で、耳の聴こえない両親から生
まれた著者は、小学校３年生まで聴こえない親に何の疑問
も持ちませんでした。しかし、ある日、母親の喋りを友人
に笑われてから「普通でない家庭」とコンプレックスを抱
え続けます。時に母親につらく当たり、大好きだけれど大
嫌いの間で揺れ動く、葛藤や悩みを綴ります。
高校卒業後の上京で悩みから逃避しますが、祖父母の

死、東日本大震災、父親の入院等で、再び家族と向き合う
ことになり「聴こえる人がひとりもいない実家」のため、
会社勤めをやめて、フリーランスの物書きに転職します。
今は幼い頃のわだかまりはなく、「自分にはなにができる

のか」を問い続け、母親との過去を振り返りながら、聴覚し
ょうがいについて書くことが生きる意味となっています。
ほとんどが健常者の視線で構築される社会にあって、ろ

うの両親の子どもとして、自分自身の経験を通し、聴覚し
ょうがいの出来事を「とにかく知ってもらいたい」と話し
ています。

〈五十嵐さんの本〉表題作（幻冬舎）、『しくじり家族』（Ｃ
ＣＣメディアハウス）

と　き　１１月２１日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講：１５名　オンライン受講：３０名
� ※いずれも申込先着順
申　込　１１月９日（火）朝９時～１１月１８日（木）夕５時
� ※申込先は左上をご覧ください。

講　師　長谷川　宏（哲学者）

ヘーゲルの翻訳や哲学研究で多くの著作を出している
長谷川宏さんを講師に、鶴見俊輔著『柳宗悦』をテキス
トとして取り上げます。
このテキストは、思想家である柳宗悦を、周辺の多彩
な人物と共に生き生きと多面的に描写し、同時に戦後、
転向の問題を繰り返し問い続けてきた著者自身の問題意
識が貫かれています。講読を通じて、哲学の観点から考
えます。

※	テキストの『柳宗悦』（平凡社、平凡社選書、平凡社
ライブラリー）をご用意ください。

〈長谷川さんの著訳書〉
ヘーゲル『精神現象学』の翻訳でドイツ連邦政府翻訳

賞受賞。『高校生のための哲学入門』（ちくま新書）『こと
ばをめぐる哲学の冒険』（毎日新聞社）、『双書哲学塾　
生活を哲学する』（岩波書店）、『ちいさな哲学』（春風
社）ほか多数。

と　き　１月１5日、２２日、２9日、２月１9日、２6日（全５回）
いずれも土曜日、昼２時～４時

ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順、全回出席できる方）

申込先　市内在住者１２月１5日（水）朝９時～
市外在住者１２月２２日（水）朝９時～

� 公民館☎（５７２）５１４１

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉
ろうの両親から生まれたぼくが聴こえる世界と
聴こえない世界を行き来して考えた３０のこと

会場受講：公民館☎（５７２）５１４１
オンライン受講：
� � sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp

参加方法の詳細は、前日までにメールいたします。
※�申込みメールには以下の項目を明記してください。
　件名：申込みを希望する講座のタイトル
　本文：①氏名
　　　　②ふりがな
　　　　③住所
　　　　④電話番号

当日、参加者側の環境における接続や音声・映像の不
具合についてのお問い合わせには対応できませんので
ご了承ください。

～オンライン受講可能な～オンライン受講可能な
講座の申込先～講座の申込先～

メール画面参考▶

「◯◯◯講座」オンライン受講の申込み

講　師　小
お

平
だいら

　麻衣子（慶応義塾大学・日本近代文学）

と　き　１１月１１日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（今年度すでに申込済の方は申込不要です。）
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　人生、野を越え山越えて〉〈くにたちブッククラブ　人生、野を越え山越えて〉

向田邦子『思い出トランプ』向田邦子『思い出トランプ』
（新潮文庫）（新潮文庫）

〈哲学講座〉〈哲学講座〉

長谷川宏さんと読む「長谷川宏さんと読む「柳柳
やなぎむねよしやなぎむねよし

宗悦宗悦」」

オンライン
受講可能
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

新型コロナ感染拡大により、私たちは経験がないような
不自由な生活を過ごすことになりました。特に昨春は初の
緊急事態宣言により、公民館を始めとする社会教育施設の
多くが休館となりました。国立市公民館も休館となり、開
館後も利用制限を受け、私たちは「当たり前の生活」がな
くなる不安や焦りを感じました。多くの人が、その中でも
試行錯誤を重ね、学び、集うために何ができるのかを考
え、活動を続けてきたのではないでしょうか。
今回の社会教育学習会では、公民館を利用する各団体、
公民館職員からコロナ禍の活動や仕事を通じて見えてきた
こと、課題、思いなどをお話ししていただきます。また、
公民館運営審議会からの報告等もふまえて、社会教育行政
や公民館は、私たちの権利としての学びをどう保障してい
くことが大切なのか、また、「大人の学び」や「主権者と
して生きる」とは何かをみなさんとともに考える機会とし
ます。

＊この学習会は公民館運営審議会との共同企画です。

報　　　　　　告　末光　翔（公民館運営審議会委員長）

コーディネータ―　 長澤　成次（放送大学千葉学習センタ
ー所長・公民館運営審議会委員）

パ ネ リ ス ト ①公民館利用連絡会
　　　　　　　　　②喫茶わいがや
　　　　　　　　　③ＫＵＮＩＦＡ日本語サポート
　　　　　　　　　④心遊会
　　　　　　　　　⑤ライフデザイン2018
　　　　　　　　　⑥ＬＡＢＯ☆くにスタ
　　　　　　　　　⑦国立市公民館職員

と　き　１２月１8日（土）昼１時半～４時
場　所　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　１１月１６日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

身長よりも長い紙に好きな絵を描いてオリジナルの絵巻
物を作ります。紙を切って好きな長さにつなげて好きな画
材で描きます。親子で世界で一つだけの絵巻物を作りまし
ょう。

講　師　 山田　修平
（ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　１２月５日（日）朝１0時～１２時
ところ　南市民プラザ　多目的ホール
持ち物　ハンドタオル、飲み物、汚れてもいい服装
対象・定員　子ども（３歳から１０歳）と保護者
� 　　８組（申込先着順）
申込先　１１月１７日（水）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

〈社会教育学習会・パネルディスカッション〉〈社会教育学習会・パネルディスカッション〉

コロナ禍における学びとつながり　～公民館の役割と期待すること～コロナ禍における学びとつながり　～公民館の役割と期待すること～

長い絵巻物を作ろう長い絵巻物を作ろう
〈親子で遊ぼう・考えよう〉〈親子で遊ぼう・考えよう〉

矢川駅
至立川

至川崎

多摩川土手

至国立駅
矢川駅

JR南武線

くにたち郷土文化館

国立泉団地

都営泉二丁目
アパート1号棟1階

国立泉団地入口

くにたち南市民プラザ

国道20号

くにたち南
市民プラザ

甲州街道
中央高速道 至新宿

■南市民プラザへのアクセス
＊
Ｊ
Ｒ
南
武
線
矢
川
駅
よ
り
徒
歩
１５
分

＊
立
川
バ
ス
:「
国
立
泉
団
地
」
バ
ス
停
下
車
１
分

公民館で活動している市民グループに継続的に参加する
場合に限り、活動時間中に公民館の保育室で保育を行いま
す。来年度（２０２２年４月～）保育を希望するグループ、考えて
いるグループは１月末までに公民館へお知らせください。

〈開室時間〉
火曜日～金曜日　午前１０時～１２時
　　　　　　　　午後２時～４時
土曜日　　　　　午前１０時～１２時

〈要　件〉
国立市内在住の学齢前の子ども。毎週火曜日、毎週
水曜日というように定期的に通えること。
＊詳細は公民館へお問い合わせください。
公民館☎（５７２）５１４１

来年度、保育を希望するグループは
 お知らせください

くにたち
デジタルブック

過去の公民館だよりをご覧に
なりたい方は、『くにたちデジ
タルブック』もご活用ください。

▶
く
に
た
ち
デ

ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

国立市デジタルライブラリー
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

平素は新型コロナウイルス感染症予防対策にご協力
いただきましてありがとうございます。
感染拡大防止のため、講座参加と会場ご利用の際

は、引き続き以下の点にご留意ください。よりよい学
習環境を保つために皆様のご協力をお願いいたしま
す。
・�自宅で検温してからお越しください。（発熱３７．５℃
以上、咳、咽頭痛等の症状のある方はご来館をご遠
慮ください。）

・マスクを着用してください。
・�石けん等による手洗いや消毒液による手指の消毒を
行ってください。

・�過去２週間以内に感染拡大の地域や国へ訪問歴のあ
る方はご来館をご遠慮ください。

・�会場のご利用にあたり、サークル・団体の代表者等
は、参加者氏名と緊急連絡先を必ず把握し、保健所
等から依頼があった場合は、参加者名簿を提示して
ください。

・会場はこまめに換気してください。

公民館へご来館の際のお願い

人
物
画
の
会　

２２
回
展

秋
の
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。
人
物
画

を
中
心
に
静
物
、
風
景
画
も
加
え
約
８０

点
の
展
示
で
す
。
色
々
騒
が
し
い
周
辺

で
す
が
、
皆
様
と
穏
や
か
な
時
間
が
過

ご
せ
る
様
、
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時　

１１
月
１５
日
昼
１
時
～
１１
月
２０
日

場
所　

芸
小
ホ
ー
ル　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　

榎
本
（
５７１
）
０
３
８
５

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
１１
月
期
）

半
円
の
不
思
議
な
性
質
や
立
方
体
の

断
面
の
形
を
考
え
ま
す
。
数
学
の
思
い

が
け
な
い
使
い
方
が
お
分
か
り
い
た
だ

け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
の
方
は
、
お
電
話
を
。

日
時　

１１
月
２０
日
㈯
２７
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
本
（
５７２
）
１
０
２
８

大学通りの紅葉
撮影　東

あずま
　照
てる
夫
お
さん（中）

（８ページにもあります）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

１０
月
１２
日
（
火
）
第
３３
期
第
１２
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１５
名
、
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
者
５
名
。

前
回
議
事
録
確
認

若
干
の
修
正
を
確
認
し
た
。

報
告
事
項

〇
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項

〇
次
年
度
職
員
体
制
要
望
の
意
見
交
換

に
つ
い
て
、
要
望
書
提
出
時
期
及
び
要

望
内
容
を
検
討
し
協
議
を
し
た
。

○
社
会
教
育
学
習
会
担
当
委
員
か
ら
予

定
と
内
容
の
報
告
が
あ
っ
た
。
１２
月
１８

日
（
土
）
１３
時
３０
分
か
ら
地
下
ホ
ー
ル

に
て
開
催
。「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

び
と
つ
な
が
り
～
公
民
館
の
役
割
と
期

待
す
る
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
様

な
団
体
か
ら
お
話
い
た
だ
く
。

○
諮
問
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
時
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し
て
の

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
」
を
受
け
て
、

前
月
ま
で
の
記
録
・
検
証
を
元
に
、
各

委
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
ま

と
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
今
後

の
進
め
方
を
議
論
。
役
割
分
担
は
、
ａ
．

記
録
班
、
ｂ
．
ア
ン
ケ
ー
ト
班
、
ｃ
．

検
証
・
提
言
執
筆
班
、
ｄ
．
学
習
班
で
、

資
料
を
参
考
に
検
証
し
答
申
作
成
に
向

け
て
進
め
る
。

次
回
定
例
会
は
１１
月
９
日
（
火
）
夜

７
時
１５
分
か
ら
地
下
ホ
ー
ル
。
感
染
予

防
の
上
、
傍
聴
歓
迎
。�

（
山
口
）

新型コロナウイルス感染者数の減少に伴い、１０月２６
日より、公民館各会場の定員制限（目安）を以下のと
おり緩和してご案内しています。

今後の動向により、会場の定員に変更があった場合
は、随時公民館内での掲示やホームページでお知らせ
いたします。

ご不明の際はお問合せください。
公民館　☎（５７２）５１４１	

ホール　６４名 中集会室　１５名

音楽室　１５名 小集会室　  ８名

講座室　２７名 和　　室　１５名

集会室　２３名 実 習 室　  ８名

※�引き続き、下記の通り感染症予防対策�
にご協力お願いいたします。

公民館各会場
定員制限緩和のお知らせ

会場の定員について▲
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ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え
て
く
れ
る
村
内

カ
リ
ン
さ
ん
は
、
有
名
な
ナ
ス
カ
の
地

上
絵
や
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
の
あ
る
ペ

ル
ー
出
身
で
す
。
大
学
で
は
教
育
学
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
来
て
か
ら
は
、
武
蔵
野
国
際

交
流
協
会
な
ど
で
ペ
ル
ー
の
料
理
を
紹

介
す
る
な
ど
文
化
交
流
を
し
て
き
ま
し

た
。「

み
な
さ
ん
と
南
ア
メ
リ
カ
を
つ
な

ぐ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
い
う
想
い

か
ら
、
公
民
館
や
く
に
た
ち
地
域
支
援

活
動
室
「
く
に
た
ち
コ
ラ
ボ
」
で
ス
ペ

イ
ン
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

ス
ペ
イ
ン
語
を
初
歩
か
ら
教
え
る
だ
け

で
は
な
く
、
カ
リ
ン
さ
ん
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
様
々
な
ペ
ル
ー
の
文

化
も
楽
し
み
な
が
ら
伝
え
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

ペ
ル
ー
は
海
沿
い
の
地
域
、
山
岳
地

帯
、
そ
し
て
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
と
３
つ

の
地
域
に
分
類
で
き
る
そ
う
で
、
そ
れ

ぞ
れ
食
事
や
装
い
が
全
く
異
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
そ
う
い
う
話
を
聞
い
た

り
、
民
族
衣
装
を
着
て
踊
り
を
披
露
す

る
カ
リ
ン
さ
ん
の
写
真
な
ど
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
す
る
の
も
楽
し
い
時
間
で

す
。取

材
の
日
の
生
徒
さ
ん
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
出
身
の
カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん
。
来
日
５

年
だ
そ
う
で
す
が
、
流
ち
ょ
う
な
日
本

語
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
ス
ペ

イ
ン
語
を
？
「
友
だ
ち
が
（
ス
ペ
イ
ン

語
圏
に
）
い
る
の
で
、
勉
強
し
た
く
て
。

聞
き
取
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
ま
だ
話
せ
な
い
で
す
」

と
言
い
ま
す
が
、
カ
リ
ン
さ
ん
と
の
会

話
は
ス
ペ
イ
ン
語
。

カ
リ
ン
さ
ん
は
ロ
シ
ア
語
会
話
の
テ

キ
ス
ト
を
持
参
し
て
い
ま
し
た
。
カ
テ

リ
ー
ナ
さ
ん
と
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
し
た
い
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
た
ら
大
好
き
な

お
菓
子
作
り
も
披
露
し
た
い
」
と
希
望

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
心
者
大
歓
迎
と
の
こ
と
。

日
　
時　

金
曜
日
昼
１
時
～
２
時

場
　
所　

公
民
館

連
絡
先　

村
内

�
carina210550@

hotm
ail.com

（
文
・
写
真
　
西
尾
万
樹
）

︿
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
６
１
﹀

ス
ペ
イ
ン
語
会

市
民
文
化
祭
参
加
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
文
化
と
し
て
の
学
び
と
公
民
館
﹂

コ
ロ
ナ
下
で
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報

告
、
荒
井
文
昭
都
立
大
教
授
の
お
話
、

「
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
」
他
。
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
公
民
館
を
ま
も
る
会

日
時

１１
月
２３
日（
火・休
）昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館
地
下
ホ
ー
ル

連
絡
・
申
込
先　

田
島（
５７６
）４
０
１
５

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

１１
月
の
国
際
理
解
講
座
は
一
橋
大
学

Ｏ
Ｂ
の
甲
斐
隆
之
さ
ん
に
多
民
族
国
家

の
カ
ナ
ダ
、
格
差
社
会
イ
ン
ド
で
の
生

活
体
験
か
ら「
生
き
や
す
い
社
会
」に
つ

い
て
の
話
で
す
。
事
前
申
込
み
下
さ
い
。

日
時

１１
月
２５
日
㈭　

夜
７
時
～
９
時

場
所　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
い
ま
す
。

連
絡
先　

和
田
０9０
（
３49７
）
２
１
１
０

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
都
第
145
団

私
た
ち
と
様
々
な
体
験
や
野
外
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
ら
考
え
行
動
す

る
力
を
養
い
ま
す
。
年
中
～
小
学
生
少

女
募
集
。説
明
会
開
催
し
ま
す
。要
予
約
。

日
時

１２
月
５
日
㈰　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

福
祉
会
館　

講
座
室

連
絡
先　

高
橋
（
５７７
）
４
３
９
５

girlscouts.tokyo.１４５@
gm
ail.com

申込書のポスト投入期
間

１１月６日（土）～２5日（木）

公用使用の貼り出し １１月１0日（水）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

１１月２7日（土）

会場調整会 １２月４日（土）朝１0時～

重なり状況▶

ひ
ろ
ば

・�予約の重なりのある、なしに関わらず、電話による
連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館へお
問い合わせください。）
・�会場調整会へは、１団体１名の方が、手洗い・マス
ク着用等の感染症対策のうえ、第１希望の会場がと
れなかった場合の別の候補日も想定して、活動日を
決定できる方がご参加ください。

ー１月（ロビー２月分）
　会場調整会のお知らせー

会場調整会は朝１０時
までに受付を済ませ
てください。

村内カリンさん（左）とカテリーナさん

＊「
ひ
ろ
ば
」欄
投
稿
規
定
＊

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動

の
お
知
ら
せ
の
場
で
す
。
原
稿
の

締
切
り
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
７

日
午
後
５
時
で
す
。
会
員
募
集
は

６
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
翌
月
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
提
出
も
可
能

で
す
。

＊「
ひ
ろ
ば
」写
真
募
集
中
＊

国
立
の
風
景
や
行
事
、
自
然
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


